

















































































































































































































6 7 8 910 11 12 1314 5
??
3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1314 5
青　縞 ● ● ● ● ● ●
仕立物 ● ● ? ? ? ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ? ● ● ● ● ● ● ● ●
足袋（原料） ● ● ● ● ● ● ● ● ●
足袋（既製品） ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ■ ● ● ● ● ●
メリヤス ● ● ● ● ● ● ● ● ? ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
雑品・雑貨 ● ● ● ● ● ? ? ● ? ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ?
洋　品 ● ? ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
帽　子 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
毛製品 ● ● ● ● ● ● ● ● ●
ゴム靴 ● ● ● ● ● ● ● ●
ゴム足袋・地下足袋 ● ● ● ● ● ■ ● ● ● ● ● ●



























反物・生地 ル天、西陣、捺染物、綿ネル、サ 珍 霜降
一ジ、別珍
シャッ、股引、サル又、福梓、腰 シャツ、股引、橘件、パッチ、サ シャツ、股引、メリヤス製品、アン シャツ、股引、アンダー、パッチ、 シャツ、股引、アンダー、パッチ、
巻、パッチ、メリヤス製品、ネル ル又、腰巻、ズボン下、キャラコ、 ダー、パッチ、サルX、パンツ、 サル又、パンツ、ズロース．ブル サル又、ズロース、パンツ、ワイシ
下着類 アンダー、小倉 ラクダ製品、橘絆、ステテコ、キャ マ、腰巻、諾梓、ラクダ製品、ワ ヤツ、腹巻、橘梓、シミーズ、ガーラコ、ズロース、ブルマ、ワイシヤ イシヤツ ゼ肌着、メリヤス製品、キャラコ製
ツ、サージ、毛晒 品、ラクダ製品
ズボン、半柚、小袖 ズボン、半ズボン、ラクダ製品、 ズボン、半ズボン、オーバー、チ ズボン、半ズボン、女唐服、防水マ ズボン、女庸服、オーバー、文化コ
上着　類 セーター、オーバー、赤レイン・ ヨッキ、マント、トンビ、助水マント、Xカート、女麿服、ランニング、男 ント、毛オーバー、スカート、ジャンpー、チョッキ、子供洋服、文化コ 一ト、スカート、トックリ、チョッギ、セ[ター、子供服、女唐スェター、毛
子洋服、子供洋服 一ト、毛婦人着、スキー服、毛晒半ｳ
羽織、ベビー服、ジヤンバー
寝巻、酉洋前掛、割烹着、手拭、 寝巻、割烹着、前掛、エプロン、 手拭、タオル、半カチ、割烹着、 手拭、タオル、半カチ、湯上げタオ タオル、割烹着、前掛、エプロ
半カチ、タオル、紐、カバー、バ 手拭、半カチ、タオル、湯上げタ エプロン、前掛、タオルヨダレ、湯 ル、割烹宥、カ7エーエブロン、エプ ン、帽子、パヂヤマ、海水着、作
ンド オル、敷布、軍手、頭1「1、手袋、 上げ、帽子、ショール、海水普、 ロン、西洋前掛、敷布、毛布、軍手、 業着、敷布、腹巻．帽子ヒモ、湯




靴下、カラゲなし、ゲートル、ゴム 毛短、靴下、ゲートル、靴ド止 靴下．靴下ll：め、長靴、ガータ 靴下、靴’ド止め、運動靴、ゲート 靴下、靴下止め、雨靴、ゴム長、

























































洋装 和装 洋装 和装 （注）
東京 大正14 67 33 1 99 （1）
昭和元 70 30 4 96 （2）
昭和5 88 12 14 86 （3）
昭和8 一 一 19 81
（4）
昭和16 一 一 75 25
（5）
小樽 昭和3 一 一 0．0 99．
（6）



























































































































大型ランプ 45 48 48 40




三Aランプ 35 27 22
軍用ランプ 48 48 45
　　　　　oGースランフ 50 48
大型電池 15 15 15 15
小型電池 10 10 10
C型二号電池 25 25





大豆球 2．5 2．5 2．5
小豆球 2
C型大球 44
C型小球 4
エース電球 3．5
メーター 50
ベル 25
注）①単価の金額単位は「銭」。
　　②昭和12，14，15年は商品名が記されておらず、棚卸金額の合計のみ
　　　であった。
あるように，当時の電灯普及率をみると（図3），大正9年には，まだ全国
の60％世帯しか普及していない。ところが，昭和5年には90％近く達するよ
うになり，その後は横ばいである。大正から徐々に便利な電化生活へと変化
していく様子がうかがわれる。
　当時代理店が全国各地に設けられていることから，全国的にこの状況は考
えられ，流通の拡大化が生活をより便利にすることがはっきりわかる。
　いずれも洋風化を先取りした必需品を取り扱うのが「唐物屋」の特徴であ
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ることから，A商店が昭和8年から代理店を始めたのも，大正12年から10年
を経て，この地方でも必要性が高まり，また逆に代理店を設置されたことに
より，一地方でも電気利用の生活が活発になってきたという，相乗効果があ
ったのではないかと考えられる。
〔自転車の普及〕
　前述の25年間の状況にあるとおり，A商店では大正5年からずっと棚卸決
算簿の「資産」の欄に「自転車」が記載されている。但し，台数とまとめた
金額しか記されてなく，国産か外国産か，また種類も不明である。
　棚卸決算簿によると，大正5～9年は1台，大正10年～昭和5年には2台，
そして昭和6年以降は3台と増えていった（図4－（a））。
　当時の自転車の保有台数は大正5年の86万台から同15年の437万台と，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　31）5倍に増え，昭和14年にば831万台に達する。所有世帯に対する普及率でみ
ると，大正9年は18，3％だつたものが，昭和15年は過半数以上の世帯で所有
していたことになる（図4－（b））。
　ただ，当時自転車を所有している人は「自転車税」が地方税としてかけら
れており，昭和初期は，自転車1台につき本税・付加税合わせて年額平均8
32）
円であった。A商店では昭和6年の「資産」に「3台120円」とある。これ
だと自転車税は3台分で24円であり，それは自転車資産価格に対して20％の
値となる。よって自転車が大衆化しつつある一方で税金を支払えない階級も
　　　　　　　　　　　　　　　　　33）増え，税廃減運動も起ったといわれている。
　しかし，自転車税がかかるにしてもA商店は3台も所有しているのをみる
と，それだけ大正から昭和初期において，自転車は人々の商売や通勤・通学
用の足として生活に欠かせないものになってきているのではないだろうか。
　　　　　　　　　　　　34）また昭和元年の交通調査の資料をみても，交通手段として自転車が48％と過
半数を占めている。
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（％）
???????? ?
（b）全国自転車普及率
大正　大正　大正　昭和　昭利　昭和591451015（年）3
2
1（台）
（a）A商店自転車所有台数
資料：［図4－（b）］について
（①「全国世帯数」に対する②「自転車保有台数」の割合）
①：総務庁統計局『日本長期統計総覧第2巻』1988
②：㈲自転車産業振興会『自転車の一世紀』1973より作成
　　　　　　　図4　自転車の普及
8．終わりに
　大正から昭和初期までの唐物屋の棚卸決算簿を通して，人々の生活におけ
る洋風化への変遷をみることを目的に考察してきた。
　A商店は，大正5年から同10年までは「反物」「仕立て」とあるなど，家
内工業的でようやく機械を導入し，合理化を図ろうとしている。
　大正10年から大正末には徐々に洋品が取り上げられてきており，足袋も自
家製造から小売り中心となる。作るより仕入れて売った方が，より効率的で
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あることと，逆に洋品へと転換するため，あえて足袋製造の機械があるにも
かかわらず製造を行わなかったのかもしれない。それだけにA商店は洋品へ
の転換の必要性を察知していたのであろう。
　昭和に入ってA商店も「洋品店」と改称したように，昭和6年頃までの5
年間が25年間のなかでも一番大きく商品内容が転換したようにみえる。その
後は衣料品だけでなく，洋品雑貨の種類も多くなり，ナショナル代理店を始
めるなど，多種多様にわたる商品を取扱っている。
　明治期に文明開化が始まり，庶民が西洋のものを取り入れるようになって
から，ちょうど半世紀経った頃のことである。
　一般の日常生活においては，電灯普及率が大正9年に60％で，昭和に入っ
てからようやく90％になったように，大正期はまだ生活そのものの基盤が洋
風化への過渡期であった。女性の衣服についても，たしかに上流階級の婦人
や，モボ・モガなどといわれた時代の先端をいく女性は，大正時代の洋風化
の担い手であっただろう。しかし，実際，A商店の品揃えからみると，東京
などの大都市よりやや遅れ気味ながら，この一地方都市の木更津でも昭和初
期には，確実に多くの女性が洋装化に目を向けていたと考えられよう。
　本研究は棚卸決算簿の情報の一面を利用したにすぎない。当時の生活を示
　　35）す資料は極めて少ないことからも，今後は商品の価格面から，生活における
経済的なアプローチが必要と思われる。
　本報告をまとめるに当たり，貴重な資料を快くお貸し下さいましたA氏の
ご家族の方に感謝申し上げます。
　また，ご指導頂きました本学の湯本和子教授，お茶の水女子大学生活科学
部の御船美智子助教授にお礼申し上げます。
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